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11 月 26 日の 17 時より、閲覧室におきましてお箏 

三絃コンサートを開催しました。 

コンサートには大勢の方のご参加があり、大盛況を迎え 

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

11 月 30 日(日)13 時より、戸田 

文化講座を開催しました。 

         今回の文化講座は高野山会館で行わ 

れました。 

講師の飯野尚子さんによる

紙を漉くまでの過程と紙漉き

の実演が行われた後、実際に参

加者の方々が紙を漉いていき

ました。 

       

今回の紙漉きでは大きさの異なった 

紙を作りました。 
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皆様、本当に 

ありがとう 

ございました 



 

高野山大学教授 図書館長 下西 忠  

 日本和歌史上最大の歌人といってよい西行が文治六年

（1191）二月十六日、河内国弘川寺でこの世を去った。七

十三歳であった。今西行と呼ばれた似雲（1673～1753）が、

石山寺の本尊観音菩薩の夢告により、西行のお墓をみつけ

たことで、現在西行終焉の地として弘川寺が有名になって

いる。また西行堂も弘川寺の境内の一角にある。なぜ西行

が弘川寺なのかは後日検討したいが、今回は下にしるす和

歌をながめてみる。                      西 行 の お 墓 

 藤原定家は西行の死を知り、「建久元年二月十六日、西行上人みまかりにける、をはりみだれ

ざりけるよし聞きて」と記している。ちなみに、文治六年四月十一日に建久と改元されたが、定

家はその改元について錯覚していたかもしれない。 

 定家は西行の見事な死に様を驚きの念で書いたわけだが、「をはり乱れざりける」とは、生前

西行が理想とすべき往生をそのまま果たしたということを意味している。 

 

  願はくは花の下にて春死なむその如月
きさらぎ

の望月
もちづき

のころ（山家集77） 

 

 どうか、春の、桜の花の咲く下で死にたいものだ。あの釈迦が入滅なさった二月十五日頃に、

という意味。高僧が自身の死期を予告し、その通りに円寂した例はある。『今昔物語集』にみえ

る法華経持経者、理満もその例で釈迦の入滅の日に理満も願いの通り円寂したという。 

 藤原俊成は私家集『長秋詠藻
ちようしゆうえいそう

』で、西行の死について、「先年に

桜の歌多く詠みける中に」と書いた後、この「願はくは」の歌を記し、

さらに「いとあはれにありがたくおぼえて」と感想を述べている。俊

成は西行の死について、感動し、めったにないすばらしいことだと賞

賛した。ただ俊成は、客観的に西行の歌をながめたとき、伝統的で、

一般的な桜の美、はかなさなどをもとめる

ような歌として認識しているのではなく、

仏道者としての生き方の問題としてこの歌

を高く評価したと思われる。なお、西行の 

 西 行 堂    死について、慈円、良経など時代の歌人も

同様に感動したことを歌に詠んでいる。 

  世間でこの西行歌は辞世の歌だと思っている人があるけれど、けっし

て純粋な意味での辞世歌ではないことを理解してほしい。        弘 川 寺 境 内 
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